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背景

• OSSの開発には多くの開発者が開発に携わってお
り，開発者間のコミュニケーションは必要不可欠な
もの

•開発者間のコミュニケーションの質は開発者にど
のような影響を与えるのかを知りたい
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Politenessとは

•会話の参加者がお互いのフェイスを侵さないため
に行う言語的配慮

•会話の「誠実さ」や「丁寧さ」

• 1987にBrownとLevinsonによって確立
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Politeness解析ツール

• テキストデータの前処理を行ったあと，SVMを用い
て算出
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2. ⽂
3. 各単語の品詞
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学習データ

• テキストデータの取得
• Wikepedia:編集者の会話ページ
• StackExchanged:Yahoo知恵袋の海外版

• Amazon	Mechanical	Turkを用いラベル付け
• 異なる５人が，各リクエストに対しPoliteness値をつける
• ５つの値を正規化したものをPolitenessとする
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解析した例
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アプローチ

•対象プロジェクト
• Apache	httpd

•研究方法
• 開発者のメーリングリストから，多くの開発者に返信し
ている開発者を絞り込み，その開発者のPoliteness値に
変動があるかを見る
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Politeness解析までの手順

1. 開発者メーリングリストのmboxファイルからメー
ルの内容をデータベースに格納

2. 対象の開発者の絞り込み(メトリクスは考え中)

3. 引用など邪魔なテキストの消去

4. 解析
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